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【現地の状況やニーズなどの背景情報】
リハビリテーションが効果的に実施されていないがゆえにロシアでは日常生活に不便を強いられ、社会復帰ができない
障がい者が多く、リハビリテーション分野では改善の余地がある。
【活動内容】

我々が 20 年以上にわたり培ってきた効果的なリハビリテーションをロシアで普及し、提供することにより、障がい者
の QOL を高め、社会復帰を促す。日露両政府の医療分野における協力プロジェクトの 1 つとしてロシア極東投資輸出
公社、沿海地方行政府の協力のもと実施する。
【期待される成果や波及効果等】

本研修事業により、我々のリハビリテーションの理解者が増え、リハビリテーションの重要性の認識が高まり、障がい
者の社会復帰を促すことでロシア経済にも寄与する。

6.　ロシア極東における日本式リハビリテーション普及
　			に向けた研修事業
    社会医療法人 北斗

＜研修実施結果＞
7 月 -9 月　日本人専門家による講演・指導
　・日本のリハビリテーション実技指導と講演
6 月　現地専門家来日・視察（5 名）
　・当法人および他リハ施設の視察等
12 月　現地リハ施設管理者研修（1 名）
　・当法人のリハ施設で研修

1-2 月　現地医師、セラピスト来日研修受け入れ
（計 4 名）

　・当法人のリハ施設で研修
1-2 月　現地医療通訳者研修（1 名）
　・当法人のリハ施設で実地研修
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　ロシア極東に於ける日本式リハビリテーションの普及に向けた
研修事業についてご報告させていただきます。まず事業概要です
が、私ども社会医療法人 北斗はロシア極東ウラジオストク市で
日本式のリハビリテーションを展開するリハビリテーションセン
ターの開業を予定しております。当事業に先立ちまして、事業性
評価を現地で行いました。ロシアのリハビリテーションは非常に
細分化されており、日本のような総合的なリハビリテーションが
実施されておらず、残念ながらあまり効果が発揮されていないと
いう現状です。特に脳卒中患者の麻痺状態の改善がほとんど見ら
れず、皆さんが諦めている状態でした。そこで我々が蓄積した
20 年以上の実績を活かして現地でリハビリテーションを展開す
ることに意味があるのではないかと考え、ロシア極東で医療事業
に関心をお持ちであったプラント大手の日揮株式会社と共同でリ
ハビリテーションセンターを立ち上げることになりました。最大
の課題は、現地でいかに日本のリハビリテーションの特徴や効果
を知ってもらうかということでした。また、現地の専門家にどの
ようにリハビリテーションを教えていくか、非常に苦慮しており
ます。言葉の問題以前にリハビリの認識が違いますので、なかな
か言葉で日本のリハビリテーションの特徴を説明しても、医療関
係者でも理解していただけない状況が続いておりました。
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　今回の研修事業を活用させていただき、この一覧に示す研修事
業を実施しました。現地からの専門家受け入れが 5 件 12 名、日
本人の理学療法士の現地への派遣が 2 件で延べ 3 名となっており
ます。

　現地の中核となる専門家による日本のリハビリテーション施設
等の視察を行いました。中核とは現地で発信力のある方です。リ
ハビリテーションもしくは神経内科、整形外科のドクター 5 名に
日本に来ていただき、当院をはじめとしたリハビリテーション施
設を視察いただきました。
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　こちらが視察にご協力いただいた医療機関です。実際に日本で
行っているリハビリテーションを見ていただくとともに、慶應
義塾大学医学部のリハビリテーション教室、札幌医科大では BMI
や AR といったリハビリの最先端の研究を見学及び体験していた
だきました。非常に印象深い研修になったかと思います。
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　7 月に私どもの理学療法士がウラジオストク市を訪問しまし
た。現地の協力機関にご協力頂き、実際にロシア人の患者様に日
本式リハビリテーションの施術を実演すると共に、講演を行いま
した。スライドの写真は、現地のリハビリテーション専門家が集
まり、私どもの理学療法士が患者様に行うリハビリを見ていただ
いているところです。3 日間連続して患者様を施術し、その効果
を目の当たりにしていただきました。
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　9 月にも私どもの理学療法士が現地に赴き、国立太平洋医科大
学で行われたロシア極東で最大の医療コングレスに参加しまし
た。ロシア人患者様にご協力いただき、大学の大講堂で約 40 分
間の施術を行いました。その 40 分間でも明らかに施術前後で違
いがあり、医療関係者のみならず医学生に対しても広くアピール
できたと思います。
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　また去年 12 月には私どものリハビリテーション施設で普及活
動の最前線に立つマーケティング担当役員を 1 名、日本に招聘し
ました。リハビリテーション施設等を見学し、日本の医療制度、
医療連携制度等を理解していただきました。また、リハビリテー
ションの現場を見ていただき、自国に戻っても自分の言葉でしっ
かりと日本のリハビリテーションを説明できるように研修を行い
ました。
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　2018 年 1 月中旬から約 4 週間、私どものリハビリテーション
施設で日本のリハビリテーションを実践するロシア人セラビスト
を対象に研修を行いました。ロシアでは日本の理学療法士が直接
患者様に施術を行うことはできません。実際に施術を行うのはロ
シア人セラピストとなりますので、彼らをいかに教育し、彼らが

どれだけ効果的なリハビリテーションを実践出来るかが私達の事
業の成否に繋がっていくことになりますので、非常に重要な研修
です。

　4 週間の研修で行った主なテーマです。セラピストだけでなく、
当院の神経内科医、整形外科医の協力も得て、リハビリの技術的
なことだけでなく、接遇やマナー、患者様に対するアプローチ等
も学んでいただきました。
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　今までの事業の成果をまとめました。まず中核となる現地専門
家による日本のリハビリテーション施設等の視察については、レ
ポートを提出していただき、どのような感想や印象を持ったかを
報告頂きました。日本の充実した医療制度や保険制度に強い関心
を持ち、その制度の中で実施されているリハビリテーションにつ
いて、技術的な事も含め、優位性を感じていただきました。彼ら
は、医療者の立場から現地の医療者に対して日本のリハビリテー
ションを語るという重要な役割を持っております。また、国立太
平洋医科大学の教授も研修に参加しており、自らの講義の中で学
生らに日本のリハビリテーションについて語っていただくと同時
に、リハビリテーションセンターと国立太平洋医科大学との今後
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の共同教育プログラム等の企画でイニシアチブをとる立場となり
ます。
　日本から理学療法士が現地に行った際は、延べ 50 名程の現地
医療者に日本のリハビリテーションを見ていただきました。患者
様が良くなっていく様を目の当たりにして、非常に良い印象を持っ
ておりますので、これからも協力関係を持っていただけると思っ
ております。私どものリハビリテーションセンターで働くメンバー
は、これから日本のリハビリテーションの普及の最前線に立つ
キーマンとなるメンバーになります。これからも学ぶことはあり
ますが、今後、彼らが後継のリハビリテーションセラピストに指
導出来るような立場になっていただけたらと思っております。

2018 4

　今後の課題としては、2018 年４月にリハビリテーションセン
ターのオープンを予定しております。拠点ができますので、現地
を中心に講義等を積極的に行って、引き続き日本のリハビリテー
ションの普及に努めて行きたいと考えております。ご清聴ありが
とうございました。




